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短
信

教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
の
問
題
点

一
「
教
育
バ
ウ
チ
ャ
I
制
度
」
の
復
権

こ
ん
に
ち
、
学
校
教
育
分
野
に
お
け
る
「
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
制

度
」
の
導
入
が
、
再
び
教
育
改
革
の
重
要
な
争
点
と
な
っ
て
い
る
。

「
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
」
と
は
一
般
に
、
政
府
が
生
徒
一
人

分
の
教
育
費
（
授
業
料
の
全
部
あ
る
い
は
一
部
）
を
証
票
・
ク
ー

ポ
ン
券
（
バ
ウ
チ
ャ
ー
‥
＜
O
u
C
h
e
r
）
と
し
て
保
護
者
に
交
付
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
保
護
者
に
そ
の
子
女
の
通
学
す
る
学
校
の
選
択

を
委
ね
る
　
（
各
学
校
は
、
入
学
者
数
に
応
じ
た
学
校
運
営
予
算
を
受

け
る
）
仕
組
み
と
さ
れ
る
。
こ
の
制
度
は
、
①
教
育
の
公
的
助
成

の
方
法
を
「
機
関
補
助
」
か
ら
「
個
人
補
助
」
に
切
り
替
え
る
こ

と
を
通
じ
て
、
生
徒
獲
得
競
争
を
前
提
と
し
た
各
学
校
の
教
育
サ

ー
ビ
ス
改
善
を
促
し
、
同
時
に
私
立
学
校
・
民
間
企
業
の
参
入
を

容
易
に
す
る
、
②
政
府
は
バ
ウ
チ
ャ
ー
額
の
操
作
に
よ
り
公
教
育

費
の
削
減
を
図
り
う
る
、
等
の
特
徴
を
持
つ
。

大
野
　
裕
己

か
つ
て
日
本
で
は
、
臨
教
審
で
の
「
教
育
の
自
由
化
」
議
論
を

典
型
に
、
経
済
界
・
経
済
学
者
の
圧
力
を
背
景
に
教
育
バ
ウ
チ
ャ

ー
の
導
入
可
能
性
が
断
続
的
に
検
討
さ
れ
た
が
、
そ
の
実
現
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
昨
年
一
二
月
、
規
制
改
革
・
民
間
開
放

推
進
会
議
第
一
次
答
申
で
「
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
」
導
入
に
向

け
た
研
究
・
検
討
の
開
始
が
提
言
さ
れ
、
そ
の
実
現
化
に
向
け
た

強
力
な
動
き
が
小
泉
政
権
の
「
構
造
改
革
」
　
の
文
脈
に
お
い
て
に

わ
か
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

同
答
申
「
8
．
経
営
形
態
の
異
な
る
学
校
間
の
競
争
条
件
の
同

一
化
」
で
は
、
構
造
改
革
特
区
制
度
に
よ
っ
て
実
験
的
に
認
め
ら

れ
た
株
式
会
社
・
N
P
O
法
人
立
学
校
に
対
し
て
、
文
部
科
学
省

が
そ
の
認
可
に
消
極
的
で
あ
り
、
ま
た
設
立
さ
れ
た
学
校
に
対
し

て
、
「
公
の
支
配
」
　
に
属
さ
な
い
こ
と
等
を
理
由
に
、
私
立
学
校

と
同
様
の
公
的
助
成
を
行
わ
な
い
点
を
問
題
視
し
た
。
こ
の
場
合

同
答
申
で
は
、
「
公
の
支
配
」
　
に
属
し
う
る
最
低
限
の
　
（
私
立
学

校
と
異
な
る
）
　
規
制
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
株
式
会
社
等
の
設
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置
す
る
学
校
へ
の
公
的
助
成
を
行
う
こ
と
を
強
く
求
め
た
。
さ
ら

に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
同
答
申
が
公
立
学
校
と
私
立
・
株
式
会

社
等
立
学
校
の
助
成
「
格
差
」
に
ま
で
も
踏
み
込
み
、
「
豊
か
で

多
様
な
教
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
（
同
答
申
）
を
実
現
す
る
た
め
に
、

「
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
」
を
通
じ
た
「
教
育
サ
ー
ビ
ス
分
野
に

お
け
る
学
校
間
の
公
的
助
成
の
格
差
」
（
同
答
申
）
　
の
是
正
や
「
経

営
形
態
の
異
な
る
教
育
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
間
の
競
争
」
　
（
同
）

の
促
進
を
提
言
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
バ
ウ

チ
ャ
ー
導
入
議
論
は
、
そ
の
目
的
を
従
来
の
「
公
費
支
出
抑
制
や

私
立
学
校
設
置
促
進
」
と
異
な
り
「
株
式
会
社
・
N
P
O
法
人
の

参
入
促
進
」
　
に
お
き
、
一
層
急
進
的
な
レ
ッ
セ
フ
ェ
ー
ル
　
（
自
由

放
任
主
義
）
を
本
質
に
も
つ
点
、
そ
し
て
直
接
に
「
公
教
育
の
解
体
」

を
意
図
す
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
と
い
え
る
。

二
　
現
代
的
「
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
」
導
入
論
の
背
景

も
と
よ
り
、
今
回
の
「
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
」
が
強
調
す
る

競
争
性
の
徹
底
の
文
脈
に
お
け
る
「
公
費
助
成
」
方
法
の
変
更
や

民
間
企
業
の
教
育
参
入
促
進
は
、
文
部
科
学
省
や
地
方
政
府
レ
ベ

ル
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
　
（
保
護
者
）
　
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
積
極
的

に
支
持
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
〇
年
を
前

後
し
て
、
経
済
界
サ
イ
ド
か
ら
こ
れ
を
求
め
る
論
調
が
活
発
化

し
、
現
在
ま
で
に
義
務
教
育
段
階
も
当
然
に
包
摂
し
た
導
入
可
能

性
の
議
論
が
も
は
や
不
可
避
の
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
現
在
の
「
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
」
導
入
論
が
、
一
定
の
イ

ン
パ
ク
ト
を
も
つ
て
語
ら
れ
る
原
因
・
背
景
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

最
も
よ
く
知
ら
れ
る
要
因
は
、
そ
れ
が
「
政
府
の
失
敗
」
論
に

立
ち
、
政
府
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
非
効
率
性
を
非
難
し
、
国
民
一

人
一
人
に
よ
る
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
　
（
お
よ
び
教
育
機
関
間

の
競
争
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
向
上
）
　
の
必
然
性
を
主
張
す
る

と
い
う
、
シ
ン
プ
ル
で
心
地
よ
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
点
で
あ

る
。
こ
の
点
は
、
導
入
論
者
が
共
通
に
触
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

消
極
論
者
が
提
示
す
る
制
度
導
入
に
よ
る
不
平
等
拡
大
（
例
ゝ
ス
ば
、

私
立
学
枚
が
追
加
授
業
料
を
設
定
す
る
こ
と
で
低
所
得
層
の
選
択
が
狭

め
ら
れ
る
こ
と
）
　
の
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
、
競
争
に
よ
る
全

学
校
の
質
的
改
善
を
強
力
な
前
提
と
す
る
こ
と
で
一
蹴
す
る
。

そ
し
て
、
我
々
が
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
因
の
も
う
一

つ
が
、
「
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
」
お
よ
び
「
株
式
会
社
等
の
参

入
促
進
」
に
関
わ
る
言
説
が
、
社
会
改
革
に
向
け
た
新
し
い
制
度

価
値
を
一
部
主
張
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
教
育
バ
ウ

チ
ャ
ー
制
度
」
は
、
所
得
水
準
の
低
い
家
庭
に
交
付
対
象
を
制
限

す
る
な
ど
、
運
用
の
詳
細
の
制
御
が
可
能
と
な
る
。
そ
う
し
た
制

御
次
第
で
は
、
こ
の
制
度
は
競
争
的
側
面
以
上
に
、
バ
ウ
チ
ャ
ー

と
教
育
サ
ー
ビ
ス
の
「
交
換
」
手
続
き
を
　
（
こ
れ
ま
で
不
利
で
あ
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っ
た
層
に
）
付
与
す
る
こ
と
に
よ
る
、
個
人
の
行
動
を
主
体
と
す

る
制
度
構
築
可
能
性
の
側
面
を
主
張
し
う
る
。
同
様
に
「
株
式
会

社
等
の
参
入
」
に
つ
い
て
も
、
多
様
な
供
給
主
体
の
参
加
・
協
働

を
通
じ
た
新
し
い
公
教
育
の
創
出
が
強
調
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
」
「
株
式
会
社
等
の
参
入
促
進
」
　
の
改
革

言
説
は
、
「
国
民
の
教
育
権
」
論
に
代
表
さ
れ
る
従
来
の
教
育
思

想
が
主
張
し
て
き
た
分
権
・
参
加
・
協
働
の
思
想
を
見
か
け
上
内

包
す
る
　
（
部
分
的
に
発
展
さ
せ
る
）
　
た
め
に
、
そ
れ
を
直
ち
に
批

判
考
察
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
あ
る
（
こ
の
点
は
、
今
後
我
々

が
「
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
」
に
対
略
す
る
論
理
・
実
践
を
構
築
す
る

際
に
一
つ
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
考
え
る
）
。

三
　
教
育
バ
ウ
チ
ャ
I
制
度
の
問
題
点

し
か
し
な
が
ら
、
経
済
界
を
中
心
と
す
る
強
力
な
導
入
議
論
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
「
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
」
お
よ
び
「
株
式
会

社
等
の
参
入
」
は
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
問
題
点
を
抱
え
る
こ
と

も
確
か
で
あ
る
。

そ
の
第
一
は
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
教
育
的
効
果
が
必
ず
し
も
高

く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
で
は
、
同
制
度
の
先
進

地
区
で
あ
る
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
市
学
区
に
関
し
て
、
バ
ウ
チ
ャ
ー

制
度
に
参
加
す
る
私
立
学
校
等
で
学
業
成
績
の
改
善
が
み
ら
れ
な

い
と
の
報
告
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
傾
向

は
、
株
式
会
社
等
の
参
入
す
る
学
校
で
も
顕
著
で
あ
り
、
大
手
を

含
む
多
く
の
学
校
経
営
関
連
企
業
に
お
い
て
そ
の
所
管
校
の
学
業

成
績
が
改
善
さ
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
点
、
諸
外
国
の
事
例
を
備
撤
し
た
立
論
を
行
う
導
入
論

者
の
多
く
は
、
こ
う
し
た
動
向
に
つ
い
て
驚
く
ほ
ど
に
寡
黙
で
あ

る
か
、
一
企
業
の
問
題
と
燥
小
化
し
、
「
し
か
し
、
制
度
導
入
の

可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
」
と
短
絡
的
に
結
論
づ
け
て

お
り
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
正
確
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基

づ
く
政
策
立
案
と
い
う
姿
勢
を
欠
い
て
い
る
。

問
題
点
の
第
二
は
、
「
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
」
お
よ
び
「
株

式
会
社
等
の
参
入
」
が
主
張
す
る
新
し
い
協
働
・
参
加
と
い
っ
た

制
度
価
値
の
実
際
が
貧
弱
で
あ
っ
た
り
、
負
の
作
用
　
（
不
平
等
の

拡
大
）
　
を
も
つ
可
能
性
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
点
で
あ
る
。
再
び
ア

メ
リ
カ
を
例
に
取
る
と
、
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
を
含
め
た
学
校
選
択

導
入
地
区
で
、
学
校
選
択
の
条
件
と
し
て
保
護
者
に
対
し
「
参
加
」

の
名
目
で
、
重
い
宿
題
指
導
負
担
等
を
課
し
、
時
間
的
余
裕
の
な

い
低
所
得
層
の
家
庭
の
選
択
を
実
質
的
に
妨
げ
る
ケ
ー
ス
が
み
ら

れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
同
国
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
政
策
に

基
づ
く
競
争
的
環
境
の
も
と
で
、
各
学
校
に
は
、
学
力
の
伸
長
が

容
易
な
属
性
の
生
徒
の
み
を
獲
得
し
た
い
と
す
る
潜
在
意
識
が
あ

る
。
株
式
会
社
が
「
参
入
」
す
る
学
校
の
場
合
、
事
態
は
さ
ら
に
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悪
い
方
向
に
作
用
し
、
や
は
り
複
数
の
関
連
企
業
で
「
在
籍
者
数

の
水
増
し
報
告
」
「
教
授
ス
タ
ッ
フ
の
質
の
切
り
下
l

熊
」
「
障
害
児

に
対
す
る
不
正
な
統
合
教
育
適
用
に
よ
る
経
費
削
減
」
な
ど
、
個

人
補
助
制
度
の
悪
用
あ
る
い
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
か
ら
マ
ジ
ョ
リ
テ

ィ
へ
の
富
の
再
配
分
（
不
平
等
の
拡
大
）
と
言
い
う
る
状
況
も
立

ち
現
れ
て
い
る
。

な
お
、
日
本
の
固
有
の
状
況
か
ら
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
導
入
の
問

題
点
に
触
れ
る
と
、
選
択
が
成
り
立
ち
や
す
い
都
市
部
と
そ
れ
以

外
の
地
域
で
の
地
域
間
格
差
の
発
生
危
険
性
を
否
定
で
き
な
い
。

競
争
的
環
境
を
前
提
と
し
て
、
個
人
補
助
を
集
積
し
て
な
お
学
校

経
営
（
民
間
企
業
の
参
入
も
）
が
成
り
立
た
な
い
場
合
の
保
護
者
・

生
徒
に
か
か
る
リ
ス
ク
と
打
開
案
の
実
際
が
、
こ
の
場
合
も
先
行

的
に
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
導
入
論
者
の
議
論
は
決
し
て
厚

み
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

四
　
ま
と
め
に
か
え
て

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
今
日
的
な
「
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
制

度
」
　
の
特
質
と
問
題
点
を
、
バ
ウ
チ
ャ
ー
導
入
議
論
と
密
接
な
関

わ
り
を
持
つ
　
「
株
式
会
社
等
の
教
育
参
入
」
を
含
め
て
検
討
し
て

き
た
。
現
在
、
検
討
の
途
上
に
あ
る
「
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
」
は
、

競
争
的
環
境
で
の
学
校
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
、
株
式
会
社
等
の
参
入

に
よ
る
新
し
い
参
加
・
協
働
創
造
の
制
度
価
値
の
い
ず
れ
の
前
提

に
も
一
定
の
疑
義
が
あ
る
。
さ
ら
に
追
加
授
業
料
や
参
加
要
件
の

設
定
に
よ
る
低
所
得
層
の
排
除
や
市
場
競
争
化
で
の
教
育
水
準
切

り
下
げ
な
ど
、
制
度
導
入
を
通
じ
た
不
平
等
拡
大
の
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
や
は
り
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
導
入
論
者

の
議
論
は
、
諸
外
国
の
事
例
傭
轍
一
つ
を
取
り
上
げ
て
も
、
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基
づ
く
政
策
立
案
・
形

成
と
い
う
姿
勢
を
欠
き
、
「
可
能
性
の
議
論
」
　
に
終
始
す
る
点
に

大
き
な
問
題
を
も
つ
。

教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
を
典
型
と
す
る
、
教
育
の
市
場
化
に
向

け
た
不
可
逆
の
制
度
改
変
に
際
し
て
、
導
入
の
功
罪
、
予
想
さ
れ

る
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
明
瞭
に
し
た
上
で
の
選
択
・
決
定
と
い
う
ご

く
当
然
の
政
策
形
成
プ
ロ
セ
ス
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

こ
の
点
、
今
後
予
定
さ
れ
る
規
制
改
革
・
民
間
開
放
推
進
会
議
の

制
度
研
究
で
は
、
政
策
形
成
の
名
に
足
る
精
微
な
検
討
が
な
さ
れ

る
（
あ
る
い
は
、
我
々
も
確
か
な
デ
ー
タ
で
批
判
・
吟
味
を
蓄
積
す
る
）

こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。
一
方
、
そ
の
よ
う
な
政
策
形
成
へ
の

態
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
の
価
値
を
守
る
立
場
の
者
に
対
し
て

も
、
重
い
課
題
　
（
例
え
ば
、
従
来
の
学
区
を
基
礎
と
す
る
学
校
の
組

織
化
や
学
校
と
保
護
者
・
地
域
の
「
協
業
」
　
の
価
値
・
効
果
の
現
代
的

証
明
）
　
と
し
て
残
る
。
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注（
1
）
拙
稿
「
学
校
の
企
業
経
営
化
に
対
す
る
評
価
」
（
篠
原
清
昭
編
『
ポ

ス
ト
モ
ダ
ン
の
教
育
改
革
と
国
家
』
　
教
育
開
発
研
究
所
、
二
〇
〇

三
年
、
二
五
九
～
二
六
五
頁
）
　
に
お
け
る
教
育
改
革
諸
ア
ク
タ
ー

（
教
育
長
・
校
長
・
教
員
・
保
護
者
・
企
業
経
営
者
）
　
対
象
の
意

識
調
査
分
析
を
参
照
。

（
2
）
　
例
え
ば
、
八
代
尚
宏
編
『
市
場
重
視
の
教
育
改
革
』
　
（
日
本
経
済

新
聞
社
、
一
九
九
九
年
）
、
福
井
秀
夫
「
経
済
教
室
　
教
育
バ
ウ

チ
ャ
ー
実
施
を
」
（
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
四
年
一
一
月
一
八

日
）
。

（
3
）
本
図
愛
実
「
学
校
選
択
に
関
す
る
原
理
論
的
研
究
」
（
『
日
本
教

育
行
政
学
会
年
報
』
二
四
、
一
九
九
人
年
）
、
一
四
三
～
一
四
五
頁
。

（
4
）
篠
原
清
昭
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
教
育
改
革
を
考
え
る
」
（
『
出
版

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
　
（
三
社
連
合
特
集
版
）
』
一
九
七
二
号
、
二
〇
〇

四
年
九
月
一
日
）
。

（
5
）
成
松
美
枝
「
学
校
選
択
制
に
お
け
る
私
立
学
校
間
題
」
（
『
教
育

制
度
学
研
究
』
九
号
、
二
〇
〇
二
年
）
、
一
六
～
二
八
頁
。

（
6
）
　
G
e
n
e
r
a
－
A
c
c
O
u
n
t
i
n
g
 
O
B
c
e
一
旬
3
．
岩
訂
宣
旨
虚
空
藁
ミ
ミ

b
註
賢
哲
ぎ
Q
町
内
Q
ヽ
甘
内
患
亀
ヽ
叫
S
芸
こ
3
き
§
斡
ぎ
Q
、
b
針
マ
訂
訝

－
箋
の
一
鵜
浦
裕
「
エ
ジ
ソ
ン
・
チ
ャ
ー
タ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
（
『
ア

メ
リ
カ
教
育
学
会
紀
要
』
一
五
号
、
二
〇
〇
四
年
）
、
五
一
～
六
〇

頁
。

（
7
）
W
e
ニ
s
－
A
こ
a
ロ
d
S
c
O
t
t
↑
－
P
r
i
く
a
t
i
z
a
t
i
O
ロ
a
ロ
d
 
C
h
a
r
t
e
r

S
c
h
0
0
－
R
e
f
O
r
コ
P
 
L
e
＜
i
n
．
H
こ
旬
ヽ
町
e
已
町
N
町
道
g
内
乱
莞
已
町
Q
3
－

W
e
s
t
＜
i
e
w
P
r
e
s
s
．
p
p
．
N
〕
？
N
〕
p

（
8
）
株
式
会
社
等
の
設
置
す
る
学
校
で
は
、
教
師
と
生
徒
の
「
新
し

い
支
援
関
係
構
築
」
　
の
名
目
で
、
教
授
助
手
を
安
価
の
イ
ン
タ
ー

ン
生
に
置
き
換
え
る
操
作
が
み
ら
れ
る
。

（
9
）
　
わ
ず
か
に
小
塩
隆
士
　
『
教
育
を
経
済
学
で
考
え
る
』
　
（
日
本
評
論

社
、
二
〇
〇
三
年
）
　
な
ど
に
こ
の
点
の
リ
ス
ク
の
現
実
的
言
及
が

見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。




